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抄録 
日本の大学図書館等でベストセラーをどの程度収集・提供しているのか、終戦直後の
1946年から 1989年までの状況を出版年鑑のベストセラー・リストと CiNii Booksの所
蔵データをもとに調査した。戦後間もない時期のベストセラーは古典的な名作が多く、
後年、様々な形で出版されており、それらが所蔵数を押し上げていること、岩波新書の
多さが目立つこと、占いや芸能人関係の本はほとんど所蔵がないこと、機関種別として
は国立大学、規模的には大規模大学が多く所蔵するが、機関ごとのばらつきが大きいこ
となどが判明した。 
 
１．研究の背景、目的 
わが国の大学図書館におけるベストセラー
の収集状況は、これまであまり明らかにされて
こなかった。しかし、近年、大学図書館も学生
を引きつけるため、さまざまな工夫を行ってお
り、いわゆるベストセラーが新着図書の棚に並
ぶのも珍しくなくなっている。大学図書館の蔵
書構築のあり方を考える上で、そうした資料の
所蔵に関し、現状の把握が必要だと思われる。 
筆者は昨年度、TOHAN と CiNii Books の
データをもとに、1990 年から 2017 年まで日
本の大学図書館のベストセラー所蔵状況を調
査し、各タイトルの所蔵館数、各機関の所蔵タ
イトル数等の具体的な数字を得て、研究大会で
発表した(1)。今回は調査の範囲をそれ以前とし、
終戦直後の 1946年から 1989年までの状況を
明らかにすることを目的とした。 
 
２．研究の方法 
 出版ニュース社発行の『出版年鑑』2017 年
版の「戦後 71 年のベスト・セラーズ」(2)に掲
載された図書のうち 1946年から 1989年まで
のものを調査対象とした。このリストには
1946年から 1950年までは順位なしで各年 10
タイトル、1951年以降は順位付きで各年 20タ
イトルが掲載されている。総タイトル数は 830
だが、複数年にまたがって出現している重複を
除くと 744となる。 
 これらについて一点一点手作業で CiNii 
Books(3)を検索し、所蔵館数を記録するととも
に、所蔵館を示す検索結果を HTMLファイル
として保存した。同じタイトルが様々な版で出
されている場合があるので、ベストセラーにな
った年（以下、当該年と呼ぶ）の版と、文庫や
全集など後に出された版（以下、後の版）とを
区別して集計した。なお、出版年に微妙な違い
がある場合も見つかったので、同一出版社から
当該年の翌年までに出版されたものは、それ以
前のものも含めて、当該年版として扱った。作
業量の関係で、所蔵館データを得るための
HTML ファイルのダウンロードは当該年版の
みとした。こうした作業は 2018年 10月から
2019年 8月まで断続的に行った。 
ダウンロードしたHTMLファイルは 848と
なった。それらから
簡単な Perl のプロ
グラムで書名、所蔵
数、図書館名などを
抽出し、75,184 件
の所蔵館データを
得た。これを Excel
および SPSS を使
って、所蔵の多い図
書、少ない図書、所
蔵の多い機関、少ない機関など、いくつかの角
度から集計、分析を行った。 
 
３．各タイトルの所蔵状況 
 各年のベストセラーの所蔵館数を合計し、当
該年版と後の版の積み上げグラフで図 1 に示
す。一見して明らかなように、後の版の占める
割合が、特に 1950年以前では大きい。 
年、順位、当該年版の所蔵館数、後の版の所
蔵館数の四要素と所蔵館数合計との相関係数
を、1946 年、1951 年、1961 年、1971 年、
1981年のそれぞれから 1989年までの期間に
ついて算出して推移を表 1 に示す。後の版の
数値が全期間を通して 0.8以上と高く、所蔵館
数合計と強い相関を表している。当該年の方は
1946～1989 年では 0.45 に過ぎないが、対象
年を新しい方に絞るにつれて上がって行き、
1980 年代だけに限れば 0.82 となって後の版
と同じくらい強い相関を示している。他方、年
と順位については、どの年代でも相関係数は-
0.23から 0.18の間で相関が見られず、やや相
関が見られた 1990年以降とは傾向が異なって
いる。 
 図 2 は全 744 タイトルの所蔵館数の度数分
布である。平均値は 230、中央値は 140 で、
399 館以下に 80%が含まれる。全く所蔵がな
いものは 19で、このうち 18タイトルが 1975
年以降のものである。芸能人、占いに関する本
が多い（ゲーム攻略本はまだない）。1990年以
降では所蔵なしは、502タイトル中 81タイト
ルだったので、大学図書館では受け入れ難いベ
ストセラーが 1970年代以降増えたと言えそう
である。 
表 2は所蔵館数の多いタイトル上位 25点で
ある。年と順位に関しては、2年以上に渡って
ベストセラーになったものは最初のもののみ
を記した。また、上述のように 1950年以前の
ものは順位がついていない。ここでは、1940年
代、50 年代のもので、当該年よりも後の版の
所蔵が多いものが目立つ。これらは有名な文学
作品で、繰り返し出版されるロングセラーであ
る。かつて大学図書館の中には、現代作家の新
図 1 各年のベストセラーの所蔵館数 
表 1 所蔵館数合計に対する相関係数 
年 順位 当該年 後の版
1946-1989 -0.228** -- 0.447** 0.923**
1951-1989 -0.127** -0.085* 0.574** 0.887**
1961-1989 -0.041 -0.118** 0.706** 0.870**
1971-1989 -0.071 -0.144** 0.769** 0.871**
1981-1989  0.174* -0.233** 0.821** 0.846**
** 相関係数は 1% 水準で有意 (両側) 
* 相関係数は 5% 水準で有意 (両側) 
図 2 各タイトル所蔵館数の度数分布 
刊小説は見送り、後に全集等を購入するといっ
た選書方針を持つところもあった。そうした購
入姿勢が現れていると見ることも可能かもし
れない。 
一方、表 3は当該年版の所蔵館数が多いタイ
トルである。ここで目立つのは岩波書店、特に
岩波新書の多さである。岩波新書はすべて購入
するといった方針の大学図書館もあり、ベスト
セラーかどうかに関係なく常に一定数以上の
所蔵があると考えられる。 
 実際、表 4に示すように、出版社別に集計し
てみても岩波の多さは際立っており、所蔵館数
の単純合計だけでなく 1 タイトル平均でも断
トツである。筑摩書房も平均所蔵館数が多い。
他方、たとえば光文社は、タイトル数は多いが、
平均所蔵館数は少ない。同じベストセラーでも
大学図書館が購入しやすいタイトルを多く出
す出版社と、そうでもない出版社があることを
うかがわせる。 
 
４．各機関の所蔵状況 
 当該年の版を所蔵しているのは 910機関で、
所蔵数の平均は 82.6、中央値は 36、最小値（最
頻値でもある）は 1、最大値は 1,038 である。
10 以下の機関が 28%、100 以下で 72%、200
以下で 88.5%を占める。図 3 は各機関所蔵数
の度数分布である。大多数の機関があまり所蔵
していない一方、数百点以上所蔵している機関
もいくつかあり、ばらつきが大きいことが示さ
れている。 
図 4 は各機関の所蔵数を機関種別ごとに示
した箱ひげ図である。全体的に数値が低い中で
国立大学に所蔵数の多い大学が多いこと、また
どの機関種別でも例外的に所蔵が多い機関が
存在することがわかる。 
図 5は同じ各機関所蔵数の箱ひげ図だが、四
年制大学の規模別に示したものである。当然の
ことながら、規模が大きいほど所蔵数が多い大
学が増えるが、単科大学に一校、飛び抜けて多
い大学があるのが目につく（表 5でわかるよう
に、これは北海道教育大学である）。 
表 5はベストセラーの所蔵数上位 20機関で
ある。左側が複本を含んだ数で、右側が複本を
表 2 所蔵館数上位 25（合計順） 
年 順位 書 名 シリーズ 著  者 出版社 当該年 後の版 合計
1946 腕くらべ 永井荷風 新生社 6 2632 2638
1948 斜陽 太宰治 新潮社 40 2077 2117
1957 16 金閣寺 三島由紀夫 新潮社 75 1666 1741
1956 2 夜と霧 フランクル みすず書房 130 1603 1733
1958 14 裸の王様 開高健 文藝春秋新社 52 1594 1646
1947 夏目漱石全集 夏目漱石 岩波書店 42 1589 1631
1947 風知草 宮本百合子 文藝春秋新社 27 1437 1464
1955 11 カラマーゾフの兄弟（世界文学全集11） ドストエーフスキイ 河出書房 84 1229 1313
1946 嘔吐 サルトル 青磁社 11 1252 1263
1966 12 黒い雨 井伏鱒二 新潮社 161 1072 1233
1949 風と共に去りぬ（全4冊） ミッチェル 三笠書房 171 1018 1189
1947 人生論ノート 三木清 創元社 155 978 1133
1969 14 広辞苑　第二版 新村出 岩波書店 471 650 1121
1987 5 ノルウェイの森（上・下） 村上春樹 講談社 418 614 1032
1970 10 アカシヤの大連 清岡卓行 講談社 117 893 1010
1946 自叙伝（全3巻） 河上肇 世界評論社 178 825 1003
1950 チャタレイ夫人の恋人（上・下） D・H・ロレンス 小山書店 62 865 927
1976 2 限りなく透明に近いブルー 村上龍 講談社 175 695 870
1958 19 点と線 松本清張 光文社 16 840 856
1972 3 坂の上の雲（5・6） 司馬遼太郎 文藝春秋 182 656 838
1971 20 日本人の意識構造 会田雄次 講談社 575 255 830
1948 罪と罰 ドストエーフスキイ 河出書房 65 752 817
1969 10 断絶の時代 P・F・ドラッカー ダイヤモンド社 345 446 791
1985 18 世界の終りとハードボイルド・ワンダーラン村上春樹 新潮社 123 634 757
1968 4 龍馬がゆく（1～5） 司馬遼太郎 文藝春秋 103 641 744
表 3 所蔵館数上位 25（当該年版順） 
年 順位 書 名 シリーズ 著  者 出版社 当該年 後の版 合計
1988 18 日本人の英語 岩波新書 M・ピーターセン 岩波書店 663 0 663
1971 20 日本人の意識構造 会田雄次 講談社 575 255 830
1959 2 論文の書き方 岩波新書 清水幾太郎 岩波書店 573 23 596
1969 4 知的生産の技術 岩波新書 梅棹忠夫 岩波書店 550 17 567
1951 10 現代用語の基礎知識 自由国民社編 自由国民社 547 0 547
1970 11 人間であること 岩波新書 時実利彦 岩波書店 477 128 605
1969 14 広辞苑　第二版 新村出 岩波書店 471 650 1121
1965 7 ヒロシマ・ノート 岩波新書 大江健三郎 岩波書店 463 0 463
1952 1 新唐詩選 岩波新書 吉川幸次郎・三好達治岩波書店 457 69 526
1963 4 日本の歴史（上） 岩波新書 井上清 岩波書店 455 0 455
1989 11 ホーキング、宇宙を語る S・W・ホーキング 早川書房 435 63 498
1962 13 ケインズ 岩波新書 伊東光晴 岩波書店 421 0 421
1984 20 術語集 岩波新書 中村雄二郎 岩波書店 420 184 604
1987 5 ノルウェイの森（上・下） 村上春樹 講談社 418 614 1032
1965 1 日本の歴史（1～10） 井上光貞・竹内理三他中央公論社 416 91 507
1979 5 ジャパンアズナンバーワン ヴォーゲル TBSブリタニカ 397 43 440
1976 16 知的生活の方法 現代新書 渡部昇一 講談社 396 0 396
1955 7 広辞苑 新村出編 岩波書店 395 650 1045
1960 2 私は赤ちゃん 岩波新書 松田道雄 岩波書店 383 0 383
1978 2 不確実性の時代 ガルブレイス TBSブリタニカ 383 344 727
1957 19 李白（上）（中国詩人全集7） 李白著・武部利男注 岩波書店 378 69 447
1971 1 日本人とユダヤ人 イザヤ・ベンダサン 山本書店 373 301 674
1960 10 性格 岩波新書 宮城音弥 岩波書店 372 0 372
1979 13 ザ・ジャパニーズ E・O・ライシャワー 文藝春秋 369 0 369
1951 5 源氏物語（1）(2) 谷崎潤一郎 中央公論社 368 183 551
表 4 当該年版の所蔵館数が多い出版社 
出版社 所蔵館数 タイトル数 平均
岩波書店 16,547 53 312.2
新潮社 11,211 105 106.8
講談社 7,955 77 103.3
光文社 5,366 98 54.8
中央公論社 4,258 30 141.9
文藝春秋＋文藝春秋新社 3,249 41 79.2
角川書店 2,556 27 94.7
筑摩書房 2,522 12 210.2
河出書房＋河出書房新社 2,273 25 90.9
朝日新聞社 1,900 21 90.5
日本放送出版協会 1,029 8 128.6
小学館 875 13 67.3
読売新聞社 868 9 96.4
TBSブリタニカ 864 3 288.0
毎日新聞社 778 9 86.4
集英社 681 12 56.8
PHP研究所 594 5 118.8
ダイヤモンド社 571 3 190.3
自由国民社 547 1 547.0
早川書房 510 3 170.0
除いた個別タイトルの所蔵数である。奈良県立
図書情報館は公立図書館なので考慮しないと
して、上位に並んでいるのは日本大学を除いて
国立大学ばかりで、しかも大規模大学が多い。
複本の多さも目立ち、特に上位 5大学は複本を
除くと半分以下の数字となり、京大と東大は
30 位以下となる。部局図書室を多く抱える大
規模大学では複本の割合がどうしても高くな
る。北海道教育大学は単科大学だがキャンパス
が北海道各地の 5か所に別れており、やはり複
本が多くなる要因を抱えている。 
複本を除いた大学図書館の 1 位は北海道教
育大学の425で、これは全744タイトルの57%
に当たる。ベストセラーのカバー率は一番多い
機関で 6割弱ということで、これは 1990年以
降の場合(59%)と同じような数字である。また、
神戸大学、日本大学など、ここに並んでいる機
関のほとんどが、1990 年以降に関してもベス
トセラーの所蔵数が比較的多い。 
これらは各機関の収集方針が戦後 70 年間、
それほど変わっていないことを示唆する。近年、
積極的にベストセラーを収集する大学が増え
ているのかどうかに関しては、さらなる調査が
必要である。 
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表 5 ベストセラーの所蔵が多い機関 
図 4 各機関所蔵数の分布（機関種別） 
図 5 各機関所蔵数の分布（規模別） 
（複本含む） （複本除く）
神戸大学 1,038 奈良県立図書情報館 468
北海道教育大学 1,005 北海道教育大学 425
日本大学 878 神戸大学 420
京都大学 810 長崎大学 400
東京大学 667 日本大学 396
北海道大学 658 九州大学 395
名古屋大学 632 茨城大学 391
奈良県立図書情報館 592 北海道大学 381
九州大学 589 岡山大学 358
茨城大学 584 広島大学 349
長崎大学 538 徳島大学 348
広島大学 487 戸板女子短期大学 347
金沢大学 472 鹿児島大学 328
大阪市立大学 457 名古屋大学 324
大阪大学 437 熊本高等専門学校 319
兵庫県立大学 437 岐阜大学 316
信州大学 423 金沢大学 315
岡山大学 415 拓殖大学 310
徳島大学 410 立教大学 310
愛知大学 402 京都外国語大学 307
図 3 各機関所蔵数の度数分布 
